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江
戸
時
代
の﹁
五
街
道
﹂（
東
海

道
、
中
山
道
、
日
光
道
中
、
奥
州

道
中
、
甲
州
道
中
）と
そ
の
付
属

道
は
、
現
在
の
一
級
国
道
と
も
い

う
べ
き
主
要
道
路
で
あ
る
が
、
当

時
幕
府
で
は
道
中
奉
行
が
管
轄
し

て
い
た
。
五
街
道
以
外
の
道
路
は

全
て﹁
脇
往
還
﹂と
分
類
さ
れ
、
こ

れ
は
勘
定
奉
行
の
管
轄
と
な
っ
て

い
る
。
江
戸
時
代
の
上
尾
市
域
の

道
路
で
は
、
中
山
道
は
五
街
道
の

一
つ
で
あ
る
が
、
他
の
道
路
は
全

て﹁
脇
往
還
﹂と
い
う
こ
と
に
な

る（﹃
上
尾
市
史
第
六
巻
通
史
編

（
上
）﹄）。

　
江
戸
時
代
の
上
尾
市
域
で
、
脇

往
還
が
集
中
し
て
い
る
所
に
原
市

町
が
あ
る
。幕
末
期
の
文
政
五（
一

八
二
二
）年
ご
ろ
の
記
録
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
上

新
町
ハ
北
ノ
端
ニ
テ
、
夫そ
れ

ヨ
リ
次

第
シ
テ
南
ニ
続
ケ
リ
、
此
往
還
南

ノ
方
ハ
大
門
町
ニ
達
シ
、
北
ハ
菖

蒲
町
ニ
続
ケ
リ
、又
上
新
町
ノ
内
、

西
側
ニ
岐
路
ア
リ
、
上
尾
・
桶
川

等
ニ
至
ル
、
又
下
町
ヨ
リ
東
西
ヘ

達
ス
ル
道
ア
リ
、
東
ハ
幸
手
・
岩

槻
へ
通
ジ
、
西
ハ
大
宮
宿
・
与
野

町
へ
続
ク
、
全
ク
脇
往
還
ナ
レ

ド
、
カ
ゝ
ル
宿
駅
ヘ
通
フ
地
ナ
レ

バ
、
本
道
ニ
モ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ト
イ

へ
リ
﹂。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、

原
市
町
を
通
る
道
は
脇
往
還
で
は

あ
る
が
、
多
く
の
宿
駅
や
在
郷
町

と
結
び
付
い
て
お
り
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。こ
れ
は
、原
市
町
が﹁
市
場
町
﹂

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
だ
け
で
な

く
、脇
往
還
の
要
衝
の
地
で
あ
り
、

宿し
ゅ
く
つ継
ぎ
の
役
割
も
持
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る（﹃
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
﹄）。

　
江
戸
時
代
の
平
方
村
は
、
脇
往

還
の
視
点
か
ら
み
る
と
大
変
特
徴

の
あ
る
地
域
で
あ
る
。
脇
往
還
と

し
て
は
、
上
尾
宿
と
川
越
城
下
を

結
ぶ﹁
川
越
道
﹂が
通
っ
て
い
る

が
、
荒
川
に
面
し
た
平
方
村
に
は

﹁
河
岸
﹂が
あ
る
。
こ
の
河
岸
場
が

脇
往
還
と
強
く
結
び
付
い
て
お

り
、
平
方
村
の
脇
往
還
の
特
徴
に

な
っ
て
い
る
。
幕
末
期
の
記
録
に

﹁
当
村
ハ
埼
玉
郡
ノ
諸
村
、
及
ビ

上
尾
宿
辺
ノ
村
々
ヨ
リ
、
入
間
郡

川
越
ヲ
ヘ
テ
、
多
磨
郡
ノ
方
ヘ
馬

継
ノ
所
ニ
テ
、
上
尾
宿
ヘ
一
里
十

四
町
、
桶
川
宿
ヘ
二
里
、
川
越
町

ヘ
モ
二
里
ノ
人
馬
ヲ
継つ
ぎ

送お
く

レ
リ
﹂

と
あ
る
。
こ
の
記
述
を
見
る
と
、

平
方
村
は
遠
隔
地
へ
の﹁
馬
継
場
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
河

岸
場
と
脇
往
還
が
結
び
付
い
た
結

果
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

河
岸
場
が
あ
っ
た
た
め
、
人
や
荷

物
の
動
き
が
活
発
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
こ
の
脇
往
還
の
特
徴

で
あ
る（
前
掲
書
）。

　
中
山
道
の
久
保
村
地
先
か
ら
井

戸
木
村
を
北
西
に
進
む
道
は
、
比

企
郡
松
山
へ
の
脇
往
還
で
あ
る
。

上
尾
市
域
に
は
こ
の
よ
う
な
脇
往

還
が
ま
だ
数
多
く
あ
る
が
、
五
街

道
の
中
山
道
を
補
完
す
る
役
割
を

果
た
し
、
ま
た
中
山
道
と
強
く
結

び
付
い
て
い
る
点
が
、
一
つ
の
特

徴
と
い
う
こ
と
に
な
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）

◆江戸時代の脇
わき

往
おう

還
かん

◆

本紙は、再生紙を使用しております。

◆﹃広報あげお﹄は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。

開平橋開平橋開平橋

橘神社橘神社橘神社

主要地
方道川

越上尾
線

主要地
方道川

越上尾
線

主要地
方道川

越上尾
線

国
道
17
号
→

国
道
17
号
→

国
道
17
号
→

荒
川

八枝神社八枝神社八枝神社
←川越

平方の川越道と八枝神社。写真右奥の道は
荒川岸へと続く

市の人口・世帯
（平成２4年6月１日現在）

22万7，４１０人
男／11万3，4８０人
女／11万3，９３０人
　※前月より１０２人増。

9万3，７０５世帯

○に入る文字や数字を当ててください｡
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ナーで。前号の答えは﹁環境﹂でした。ご応募
ありがとうございました（応募者４８人）。
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